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論題

2 1 7 アメリカ、パラオ、イタリアなどのうつ病対策からみた、日本における労働問題から発生するうつ病に対する意識改革、うつ病発症後のケア及び予防策 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 8 パラオの教育問題とメンタルヘルス Ａ 医療・感染症・病気

2 1 13 文化依存症候群の分類錯誤 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 15 パラオにおける医者不足の問題 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 17 メンタルヘルス問題の教育的観点からの解決法 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 21 アジア各国が抱える精神的健康問題とその対策及び障害不保持者の精神状態の調査 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 23 メンヘラの治療法 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 24 医療の観点からみた少子化対策の是非 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 27 パラオ、日本の習慣と死因の関係 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 29 パラオにおける医療従事者不足及び医療サービス・医療体制の不十分性に起因する地域医療格差関する問題 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 31
①パラオにおける労働環境と精神疾患
②パラオにおける第二次世界大戦などによるＰＴＳＤ

Ａ 医療・感染症・病気

2 1 33 パラオと日本・アメリカにおける食中毒に対する違いとそこからわかる食中毒対策 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 42 熱帯病における調査方法の研究 Ａ 医療・感染症・病気

2 1 2 太平洋島々に襲いかかる海面上昇 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 3 海洋環境の保護 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 5 パラオにおける環境汚染によるサンゴ礁の減少 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 10 地球温暖化によって引き起こされる様々な健康問題 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 14 太平洋島嶼国のゴミによる環境汚染 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 16 生態系におけるサンゴの役割 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 20 パラオの自然保護について Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 25 パラオのサンゴ礁の保護 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 28 環境破壊をマイクロプラスチックゴミから考える Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 30 漂流ゴミによってもたらされる動物への健康被害 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 35 パラオにおけるゴミ処理問題と対策 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 36 島しょ国における、地球温暖化がもたらす環境問題、異常気象との向き合い方 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 37 より工業ゴミを減らせる方法 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 38 パラオのトイレ問題 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 39 サンゴ礁減少による影響 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 40 パラオと日本のごみ問題の比較 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 41 アジアにおける防災の重要性 Ｂ 自然・エネルギー・環境問題

2 1 4 缶詰を用いてパラオにおける高血圧を解決する　～ＳＰＡＭの事例を基に～ C 食料・食文化と健康

2 1 6 世界の健康保険問題 C 食料・食文化と健康

2 1 9 海洋療法の発展のために　－観光と結び付けて－ C 食料・食文化と健康

2 1 11 日光浴の有用性 C 食料・食文化と健康

2 1 18 パラオの肥満問題　～食生活・学校給食の改善～ C 食料・食文化と健康

2 1 19 パラオの社会的背景と糖尿病、その解決策 C 食料・食文化と健康

2 1 22 パラオでの肥満の原因と対策　～日本との比較を通じて～ C 食料・食文化と健康

2 1 32 薬と食べ物の意識の違い C 食料・食文化と健康

2 1 1 グローバル資本主義について -多国籍企業の拡大とそれに伴う諸問題 Ｄ 貧困・教育格差・教育問題・その他

2 1 12 アジアにおける貧困とその恒久的解決について Ｄ 貧困・教育格差・教育問題・その他

2 1 26 発展し続ける現代社会において必要とされる能力、そして教育とは何か Ｄ 貧困・教育格差・教育問題・その他
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